
要求水準書の変更箇所一覧 

 

要求水準書 

No 
該当箇所 変更前 変更後 

頁 数 (数) カナ (カナ) 英字 (英字)   

1 14 4 (5) ウ    

ウ 解体撤去工事の施工 

解体撤去工事の施工は、振動や騒音等の対策を適切に行うなど、周辺地域へ十分

配慮するとともに、｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137

号）｣及び資材の再資源化等に関わる諸法令に基づき、適切な処置の上、工事を

進めること。 

既存住棟等にアスベスト含有部材の使用が認められる場合、「大気汚染防止法（昭

和43年法律第97号）」及び「石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号）」

「建築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル（平成26年6月環境省水・

大気環境局大気環境課）」に基づき適切に処理を行うこと。 

設備の撤去に関しては、使用中の既存建築物に支障がないか確認し、必要に応じ

て仮設や移設等の処置を講ずること。 

ウ 解体撤去工事の施工 

解体撤去工事の施工は、配布資料２「野並住宅取壊し工事（第５工区）図面」を参

考とし、振動や騒音等の対策をこれにならって適切に行うなど周辺地域へ十分配慮

するとともに、｢廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和45年法律第137号）｣及

び資材の再資源化等に関わる諸法令に基づき、適切な処置の上、工事を進めること。 

既存住棟等にアスベスト含有部材の使用が認められる場合、「大気汚染防止法（昭和

43年法律第97号）」及び「石綿障害予防規則（平成17年厚生労働省令第21号）」「建

築物の解体等に係る石綿飛散防止対策マニュアル（平成26年6月環境省水・大気環

境局大気環境課）」に基づき適切に処理を行うこと。 

設備の撤去に関しては、使用中の既存建築物に支障がないか確認し、必要に応じて

仮設や移設等の処置を講ずること。 

 


